
「算数チャレンジ大会（算チャレ）２０１７」本選解答

１辺４㎝の正方形と１辺４㎝の正三角形のタイルがあります。

正三角形が下の図のように，正方形の辺ＡＢに接している状態から，正三角形を頂点を中心に

時計回りに回転させながら移動させます。正三角形が正方形の外側を１周し，再び辺ＡＢに接す

る状態に戻ったとき，頂点Ｐが移動した長さは何㎝か求めなさい。

ただし，円周率は３．１４とします。

求める長さは, 図の黒と赤と青の太線部分の和となり

ます。これは，

・半径４㎝，

・中心角が，３６０－（６０＋９０）＝２１０(度)

のおうぎ形の弧３つ分と等しいので，

頂点Ｐが動いた長さは，

２１０
４×２×3.14× ×３ ＝ １４×3.14

３６０

＝ ４３．９６(㎝)

（答え） ４３．９６㎝
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